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『生きる力』に対する札幌のはじめの一歩である
第 46回全道造形教育研究大会。本L幌大会

研究部長 菅 原 清 貴

(札幌市立三角山小学校 教諭 )

1,は じめに……『開かれた学校』への先駆けの大会

次世紀の学校教育に対して「生きる力」を育てる教育

への転換を進めようとしている。この「生きる力」とは

様々な問題行動に走る子供の増大に対 して、共通に欠落

している次のような資質獲得を期待しての方向である。

・思いやり、優 しさ、正義感

。強い意志、社会性

。物を大切にする心など

。自己に対する価値観、個性

これらを「生きる力」として育てる必要があるとされ

ている。これは、学校だけでなく家庭や地域の教育力の

向上を期待するなかで、すべてを学校に任せようとして

いたこれまでの反省に立ち、学校教育のゆとりとスリム

化を実現させる方策として打ち出されてきた。 したがっ

て、学校は一層家庭や地域に対 して開かれた場であり、

学習の場、文化発信の場としての役割を果たす必要があ

る。今回の全道造形教育研究大会 。本L幌大会は、このよ

うな21世紀の学校教育に対する期待と関心の中で開催さ

れた。造形教育が、果たす役割がこの今日的教育課題に

対 して、どう力となるのかを示す場であった。

2,基本コンセプトからの総括

:    …愛を土台に造形教育が果たす大切な役割をキー

ワー ドとして掲げ、その言葉を具現化する授業づくりと

環境設定がなされた。つまり『愛・感・美 。遊・創』 ιま、

造形教育を通して育てる札幌の「生きる力」に対する解

答への第一歩であり、この主題を土台とした実践発表は、

『札幌の主張』として提案 したいと考えた。

1    :41難:         ■・大会2日 間の場

づ くりについては、次のようなコンセプ トでのぞんだ。

・領域や分野そして学校種の壁をすべて取 り払 う。

・参加者が学びたいと考える内容を自由選択。

・他の芸術文化機関との共同で考える造形教育。

これらの柱建てから、

。学校種の壁を取 り払い『8つ の扉』による場の設定。

・エントランス、エグジットフリーの構想。

・階段式時間設定の授業公開。

・座長を中心としたバイキング式分科会の設定。

・全道の仲間と知 り合 うグルービング交流会。

・美術館との共同でつ くる造形教育の可能性追及。

これ らの具体的な試みは、これまでにない未知への挑

戦であり、不安と期待の中大会当日をむかえた。
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3,多 くの教訓と示唆…そして、 21世紀への指針が

造形連盟では、20年ほど前「 しなやかな子供」という

言葉が生まれている。現在「やわらかな感性」が「生き

る力」をかたちづ くる大切な力であると、示されている。

それは、アー トインスクールの考えに基づき校舎内外を

美 しく整備することから始める必要があるとされている。

今回の会場校であった、山鼻小学校 も札幌みなみ幼稚園

も自校の教職員のご尽力に加え、札幌の造形教育を担 う

新 しい力である多 くの教師と子供たちの作品でうめられ

た。何よりも、全体会会場である体育館を山鼻小学校全

児童が、汗だくになって造形活動を楽 しみ、その活動の

産物である作品で飾っていただいたことは、瑞々しい感   ｀

動であり、アー トインスクール具現化の先進的取 り組み 
ノ`

であった。

階段式授業公開においては、子供の主体的活動に沿っ

て、子供主体に考え出されたアイデアであり、今後様々

な研究大会に波及 していく可能性を感 じる。「時間がない

から急ぎましょう」という教師の言葉は、この授業公開

からは聞かれなかった。また、参加者 も多 くの授業の導

入部分を見ることができたなど、価値ある設定であった

と考える。

バイキング式分科会は、一問一答式の質疑か らの脱皮

と『8つの扉』の内容的深まりを期待 して設定 したもので

ある。従来の提言方式の発表の他実技研修やコンピュー

ターの実演さらに造形作家によるミニ講演会等幼稚園か

ら高等学校までの教師が、経験豊富な座長の名調子に導

かれなが ら、時間の経つのも忘れ楽 しみなが ら造形教育 ｀ヽン

の本質に迫ることができたものと思 う。

2日 目の美術館での様々な取 り組みに関 しては、記念講

演会や鑑賞授業の内容的な充実が素晴らしく、美術館側

のご尽力と合わせ我々の想像 した以上の成果をもたらし

て くれたと感謝する。

4,lbl,り に

今回の大会は、札造連が発足 しまもなくの大会であっ

た。組織的にまだ弱体な部分を、多 くの先生の献身的な

不眠不体の仕事でカバーしてきた。とりわけ札教研中学

美術の先生とは、基本案作成か ら共に悩み支えあって大

会をつくってきた。この力は「教師としての生きる力」そ

のものであり、この姿が子供たちに伝わ り感 じて くれた

のであれば「なすことによって学ぶ」そのものであり「生

きる力」に対する始めの一歩にもなると考える。



札 幌 大 会 か ら 感 じ て
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北海道教育大学附属函館中学校  佐々木 善憲

第46回の全道造形教育の札幌大会の大会主題である「造

形 =愛・感・美 。遊・創」とは一体どんな風に展開され

るのだろうか。何となくは理解できても、実際に行 って

見て来ないと実感できないだろうという思いで札幌を訪

れました。

そして、そこに展開された階段式の公開授業をはじめ

とし、出入 り自由の分科会、まさに造形教育の「創」の

精神だな、と一人感心 していたのは、わたしだけではな

かったように思います。

分科会と名がつ くと何故か堅苦 しさを覚えて しまうも

のですが、逆にこの「8つ の扉」の解放感に戸惑いを感 じ

つつ、2、 3の扉に入 らせてもらいました。「8つ の扉」の

中身についても、今自分が深めてみたい、考えてみたい、

聞いてみたい、語ってみたい、という興味を誘 う内容で

ありました。また、助言者ではなく “座長"と の一味違

う “場"での話 し合いには一体感があり、「新たな造形教

育の可能性を試す」という意気込みと、他の教科にはま

ねできない造形教育ならではの発想を感 じておりました。

授業の話 し合い、提言、実技研修と、先生方の選択に

より研修を深めたり、広めたりできるという一つの試み

として有効であったのではないで しょうか。

また、毎年の大会でもそうですが、小 。中学校問わず、

全道各地の先生方の貴重な実践や提言にふれることので

きる絶好の機会であり、自分にとってもよい刺激となり

ます。今年は「感」を「美」を「遊」を「創」を ち心の

引き出 し"に しまって持ち帰ることができました。

今度は、これ らを自分自身の造形教育活動へと還元 し

ていければ (当然のことながら“愛"をわすれずに)、 まさし

く、大会参加の意義が生きてくるというというものです。

今、社会、情報、文化の広が りの中で、造形教育もま

た広がっているのも事実です。この大会での私 もまた広

が りを感 じ、その奥行きを痛感 しました。今後 も実践を

積み重ねていきたいものと思っています。

本し幌大会、ありがとうございました。

札幌市立藻岩南小学校  鈴木 和男

この度の本L幌大会の成功、心よりお喜びいた します。

会場に入 り、まず強 く感 じたことは、これだけの大き

な規模にもかかわらず、細やかな心配 りが随所に見られ

た運営のすばらしさでした。8ドアーズのコンセプ トにそ

った “バイキング"方式では図工科参観で特に見てみた

い導入時を見易 くとの配慮に立 って、“時差階段型メニ

ュー"が設定されたり、 リアルタイムに発行される “速

報"等、いろんな革新的なアイデアと実行力の冴えが大

会を支えていました。

教室では、構想 。製作 。鑑賞さまざまな場面での意欲

的な授業が展開され、これもじっくり見たいがあの先生

のあの授業 も…といううれ しいジレンマに悩みました。

また、普段は小学校という器で しか授業をとらえるこ

とのない私としては、この機会に中学校の子どもたちや

先生方の意欲的な実践の姿に触れ、視野を広めることが

でき、分科会の話 し合いもとて も有意義で した。

会場の空間全体が回遊式の美術館であり、テーマパー

クであるかのような印象のもと、言わば私自身の「実践

を見直す」きっかけとなる日、それが 1日 目で した。

2日 目は私にとって「教養を見直す」日で した。美術館

とタイア ップ したプログラム、特に楽 しみに していた

伊藤 恵先生の講演では軽妙なお話の中に表れる「子ど

もへの思い」や「技」の大切さの一端に触れ、とても感

激いたしました。

「実践」と「教養」へのたゆまない蓄積への新たなきっ

かけを与えて くれた多 くのメニュー。お腹いっぱい味わ

えて私の心に確かな栄養となった2日間で した。

最後に、暑い中、熱い心で大会を支え、運営にかかわ

った多 くの先生方、この日の授業のために遠 くから参加

して授業公開 して下さった各学校の授業者の先生と子ど

もたちに厚 くお礼と感謝の気持ちをお伝え したいと思い

ます。本当にあ りがとうございました。

愛について

愛はいろいろ「これが愛だ」と指すことは難 しいが 《愛》

を (生 を育む力、異なったものを結びつける契機〉と定義

したい。しかし愛がいつも生を育み、幸福をもたらすとは

とは限らない。偏った一途な愛が、思考を妨げ、異なりを

排除し、時には自らを、他人を不幸に陥れることもある。愛

は十分に命取りとなる。《愛》が 《我と汝》の共生へ向けて

の生きた知恵となることを祈りたい。

我と汝

(貴方あっての私、私あっての貴方、互いにそう言える間

柄のこと〉この結びつきこそ、自己と他者の根源的、本来

的な在 り方であるとM・ プーバーは説いた。人は自分一人

だけの力で 《我》となるわけではない。他者と出会い、他

者と向き合うことによって 《我》を形づ くっていく。他者

の発見が自己の発見につらなり他者の把握の深まりが自己

の深まりへと導いていく。そのように 《我》とは関係的な

存在である。 〈哲学用語辞典より)
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苫小牧市立啓北中学校  佐藤 理香

日頃、私は「楽 しい授業」「制作に熱中する授業」を目

指 しているのに「かたくるしい授業」をして しまいます。

今年の造形大会では、生徒が瞳を輝かせる場面はどこで、

そこには教師のどのような動きがあるのかを勉強 したい

と思 って参加 しました。

今年は授業開始時刻をずらして設定されていたため、数

多 く参観することができ、大変勉強になりました。

なかでも「○○の頭をつ くろう」での生徒達のいきい

とした表情が印象的でした。私の勤めている中学校は、学

級数 24と 規模が大きく、授業進度や作品の保管場所の確

保、評価などを考えてしまい、「やってみたいな」と思い

つつもこのような教材に取 り組んでいませんで した。 し

か し分科会で学校の規模が同 じ位だと知 り、取 り組み方

なんだなぁ…と勉強不足を反省 しました。制作過程で発

見があり、喜びがあり、楽 しいと感 じる教材を掘 り起こ

し、組み立てている授業でなければ私が悩んでいた「か

たくるしい授業」からは抜け出せないのだ、発想の転換

が必要なんだ !そ うだ、私がまず変わ らなきゃだめなん

だよなぁ、と強 く思いました。

どの授業にも共通 していた「あそび」ですが、新聞紙

が授業のなかで海から熊に変わって しまうとか、作った

魚で釣 りが出来 るとか、みんなで楽 しむスペースに変わ

るなど、自分達で手をかけて生まれ変わった作品であそ

ぶ実践は、みていてとても楽 しいもので した。

また、プール・ペットボ トル・色水でどういう授業に

なっていくのかワクワクした小学校の実践は、見て楽 し

んだ りするだけでなく、絵画の授業などで混色をする時

に体験 したことが生かされていくのだろうと思 います。

考えて工夫 してものをつ くるのって楽 しい、 と思える

授業をや りたいな、と意欲の沸いた札幌大会で した。運

営・授業等の先生方、ありがとうございました。

札幌市立大通小学校  山下由紀子

“図工の大会なんて、なんか楽 しそうだな"と いう大き

な期待感を胸に、参加させていただきました。

会場につき、校内に足を一歩踏み入れたとたん、飾 ら

れている作品たちが、私に話 しかけてきました。「ねえ素

敵で しょ。」「どれが本物だと思 う ?」 創 った子供たちの

思いが私の心を捕 らえて、放 して くれません。そ して私

は、この時ほど、カメラを持 ってこなかったことを後悔

したことはありませんで した。

廊下で、階段で、何度も足止めを くいなが らも、よう

や く体育館に到着 し、さらにビックリ !子供たちが思い

思いに作品を創っています。低学年の子供たちは、たて

わ りのグループの中で自分の思いを思い切 り表現 してい

ます。どの子ものびのびと、話 したり、切 った り、貼っ

たりしていました。高学年の子供たちは、クラスごとに

自分たちの思いを作品にしています。大きな作品をみん

なで創 りあげようとする思いが、作業をする子 どもたち

様子から感 じられました。どの場面にも共通 して、先生

の役目はア ドバイスと困ったときの助け役。常に子供が

主役なのです。子供ひとりひとりの思いは違っていても、

学校のみんなで創るんだという思いと、それを大きな手

で抱き抱えているような先生たちの思いが、体育館の中

にみなぎっていて、とても強い一体感を感 じま した。

楽 しみにしていたバイキング式分科会。私は『造形と

環境』の扉に参加させていただきました。作品を創る時

には、材料や道具を重視 していた私で したが、 この分科

会で、環境というものがいかに子供の意識を左右 してい

るかということがわかりました。提言 して くださった先

生たちは、実践されたものを紹介 して くださり、自分自

身 も考えたくなるような身近なお話を聞 くことができま

した。バイキング式だったのですが、造形と環境の扉だ

けで密度の濃い学習ができました。

最後になりま したが、夏休みの最中に、研究大会を持

ってくださった造形連盟の先生方にお礼を申し上げます。

ありがとうございました。

美術館『近くて遠い』か ら『近くて便利』ヘ

札幌市立桑園小学校  松原 和彦

今までは、す ぐ近 くにありながらその有効な利用方法が

わからず、『近 くて遠い』近代美術館で した。

午前の「アー トレッスン」では、今まで美術館に子ども

たちをつれていくと、つい『静かに…』『さわっては…』な

ど、いろいろ気を使い、そんなにしてまでと思いがちだっ

た点についても、ワークシー トやクイズ、劇化など、学芸

員の方々の事前の準備や指導、観覧 してまわる時の子ども

たちとのやり取 りなどから、ちょっとした工夫、発想の転
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換によって解決できるということを学ぶことができました。

また、子どもたちも美術作品を見る良さと共に『楽 しさ』

も体験できたようです。

午後の「造形ワークショップ」では、広場を開放 してい

ただいての活動。これも、子どもたちの活動意欲を大いに

刺激する内容で、夏の暑い陽射 しのなかにもかかわらず、

3時間近 く子どもたちは夢中になって小石を運んでは並べ、

楽 しく活動 していました。子どもたちはのびのびと『楽 し

い美術館』を、わたしにとっては『近 くて便利な美術館』

を体験することができました。



し

新 しい歩み……

札幌市立屯田西小学校  冨田  泰

札幌大会の分科会は、公開研究授業後に座長を中心に

話 し合いを し、話 し合いの内容を無理にまとめ上げるこ

とを目的とせず、造形教育の真の意味について互いに考

えを述べ合い、学び合うことを基本とする新 しい試みで

行われた。そこでは、研究討議を深めるというよい効果

ばかりでなく、研究会の楽 しさ、気楽さや心の負担を感

じさせない一つのよさがあったと思 う。

この度、座長の役を受けその役割を十分に果たせたか

反省する点 も多々あるが、参加者が自分の思いを自由に

発言 し合う気軽な雰囲気であったことは喜ばしいことで

ある。今回のように自由に話 し合うことはあまりなく、参

加者のそれぞれのイメージが異なり座長として話 し合い

が思い通 りに進まなかった点もあるが、これか らの方向

性 として大いに期待できるものであると思 う。

また、研究実践発表者の二人の方の発表と話 し合いの

時間をより多 く取 り、もっともっと煮詰めればという思

いを残 しはしたが、それが失敗 と言 うよりも参力日者にと

っては、新 しい研究会の在 り方を学ぶ機会になったので

はないだろうか。

「造形ともの 。材料」の分科会では、造形活動の一つの

大切な要素である「もの 。材料」をどうおさえるかが話

し合いの柱であった。「もののよさを生かし、ものと対話

しながら楽 しむこと」また、子 どもがものと材料と語 ら

う時間を保障することで「 ものと一緒に共存」が生まれ

ることが主張された会であった。表現に使 う材料を子ど

もがどう扱 うかを指導者は前 もって十分に予測すること

が大切である。私たちは、造形活動のあるべき姿、支援

の姿を常に考える姿勢を持たな くてはならない。

今回の研究会参加者は、たくさんの授業を参観 し、た

くさんの分科会を回るために、分科会では聞 くばかりに

なって しまった方 もあるようで、 じっくりと一つの分科

会の課題に取 り組む姿があってもよかったと思 う。分科

会の話 し合い内容を深めるためには、更に工夫が必要で

あろう。 しか し、今回は今までの形式にこだわ らない新

しい研究会の体制、参加者全員が同じ立場で討議、論議

するといった試みはこれから求められる一つの大きな研

究会の姿であると思う。

たんけん美術館 (三岸美術館)に参加 して

旭川市立春光台中学校  小笠原信志

何かが違う「札幌大会」。時差式研究授業、座長制によ

る分科会、移動 も自由、美 しく工夫された案内表示等々

随所に参加者が楽 しく参加できるような配慮が感 じられ、

「愛 。感・美・遊・創」のテーマになるほどと感心させら

れました。

2日 目の美術館鑑賞に参加 してまたその感を強くもたざ

るを得ませんで した。近代美術館にはよく訪れることが

あっても、隣の三岸美術館は素通 りすることが多 く、自

分自身白紙の状態で臨めたことも幸いしたかも知れませ

ん。まず一つ感心させ られたことは、札教研中美部会で

作成 したワークシー トです。大変丁寧に且つ興味をそそ

られる内容に工夫 し編集されていることです。次に、鑑

賞生徒を三グループに分け、ローテーションで鑑賞順を

替え、より最適な鑑賞のさせ方を試みる方法 もユニーク

なもので した。 ビデオグループではメモをとりなが ら熱

心に視聴 している生徒 も多 く、学芸員の説明を聞 く生徒

の後ろ姿にも真剣さがみなぎっています。私自身 も三岸

好太郎 。節子夫妻の世界に充分堪能させられました。こ

の鑑賞の試みが、その後どう結論づけられるか楽 しみに

待っています。

いずれにしても美術館を巻き込んでの今回の試みには

美術館との打ち合わせ、資料づ くり等々相当なエネルギー

を要 したものであることが伺えます。また、美術館を利

用 しての鑑賞指導のありかたをもう一度見直す必要があ

ると同時に、これからの教育が もとめる目標「生きる力」

や「ゆとり」の観点から見ても美術館のみならず各地域

の文化施設を利用 していくありかたを考える上でも大変

有意義なものであったと思います。

テーマの通 り今回の大会は、本L幌の先生方の倉J意 と熱

意そして「愛」が確実に感 じられたもので した。大変お

疲れさまで した。ありがとうございました。

伊藤 恵先生の記念講演会に参加 して

札幌市立幌西小学校  箭内 浩之

伊藤先生の紙工作の作品は、直線的で幾何学的なものか

ら曲線の多い面が合わさったものまで実に幅が広い。どれ

も、私にとっては複雑でどうやってつくるのか想像もつか

ないものばかり。今回紹介されていた、らせん状にねじれ

た立体や雪の結晶を立体にしたようなものも先生の説明を

聞くと「そうか。」と納得してしまいました。しかも、先生

の「“駄"酒落」ならぬ「“お"し ゃれ」な講演に紙工作の楽し

く素晴らしい世界に引き込まれてしまいました。

以前に、「先生は幾何学の研究でもされていたのですか。」

とお聞きしたことがありました。先生は笑って否定されて

おりましたが、独自の研究は人一倍なさっておられるはず

です。自分流の紙立体をつくるには、展開図の前に投影図か

立体そのものを試作しなければならないそうです。他人に

教えるときは、長さや角度を言えばよいのですが、その数字

は先生の多くの試作から見つけ出されたものなのでしょう。

“神(紙)業"0ま、熱心な研究から生まれたものなのですね。

(5)



らが感性を働かせ、美

術に接する感動や創造

の喜びをはだで感 じ取

ることができたのは大

きな成果です。開かれ

た造形教育の可能性ヘ

多くの示唆が得られま

した。

(6)

加速するネットワーク

北海道教育大学附属札幌小学校  野切  卓

93年の旭川大会で生まれた全道造形教育ネ ットワーク

も、今年で4年目を迎えました。全道の造形の仲間を結び

つける役割として、全 18支部の名簿をまとめる活動など

に取 り組んできました。また、今年の札幌大会では、道

立近代美術館でネットワーク会議を開催 し、ネ ットワー

クの良さを生か した実践交流を行 うことができました。

函館市立青柳小学校の高石悦朗先生は地域の特色を生

か した写生会の指導について発表されました。函館の元

町地区という歴史的建築物にめ ぐまれた同校ならではの

写生会指導は大変興味深いもので した。

北海道美唄養護学校の金子裕美先生は養護学校の中で

の造形教育について話されました。「養護学校においても

造形活動を通 じて表現の喜びを感 じさせたい」という金

子先生の主張に「造形表現」の根本を改めて考えさせ ら

れました。

千歳市立青葉中学校の山田浩人先生はインターネット

のホームページを使った児童作品の紹介について発表さ

れました。インターネットによって地域の垣根を越えて

交流が持てるという提言に、新 しい時代の息吹を感 じる

ことができました。

提言の先生たちの熱のこもった発表の後、本部研究部

か ら「北海道の地域性を生か した実践を各支部で行い交

流 しませんか」という提案がされました。

広い北海道を結ぶこの全道ネ ットワークがいよいよ本

格的に動き出 しました。

2日 目をふり返つて

札幌市立山鼻南小学校  益村  豊

生涯を通 して生きて働く豊かな感性の育成をめざし、多

様な価値や表現様式を認める立場にある、造形教育の担

う役割は、昨今の国際化教育の流れの中で極めて大きい

ものがあります。札幌大会では、地域社会の公共教育的

環境に目を向け、美術館を2日 目の会場にし、ミュージア

ムスクールを参観 しながら、各支部の実践交流や表現講

演会を実施 しま した。豊かな美術環境の中で、参加者自

感・美・遊・創について
人間には理性的で形式的な要求と、感性的で素材的な要求

があり、限定された人格でありながら、変化の中で持続する

統一体でもある。つまり人間には二つの対立する衝動、すな

わち、永遠不変の法則を求める「形式的な衝動」と、時間の

中で変化する限定された「感性的な衝動」がある。

この対立する二つの衝動は、互いに他の活動によって自分

も最高の能力を発揮するために、「遊戯的衝動」という第二

の衝動が必要となる。この第二の衝動が、理性を感性に、感

性を理性に近づけて調和させる。それによって感性と思考、

素材と形式、偶然と必然性が両立することができる。

感性衝動の対象は生命であり、形式衝動の対象は形態であ

る。それ故に遊戯衝動の対象は「生きた形態」でなければな

らない。ここでは生命が形態となり、形態が生命となる。人

間はもっぱら素材や生命でもなければ、もっぱら精神でも形

態でもない。この二つの対立する衝動の共同の対象が「美」

である。

美は感覚にも思考にも自由を与える。美は人間を充実し

た無限性に置く。それによって、自由が人間に完全に取りも

どされる。美は人間に自由という最高の贈り物を与えてく

れる、第二の創造者である。

美的な気分は全てのものにたいする可能性の根拠であり、

隔てない恩恵である。受動性と能動性、真剣さと遊び、静と

動を結びつける最高の自由であり、純粋な美的な状態は現実

には存在せず、芸術の中にしか存在しない。美が人間から自

由な楽しみを誘いだし、静かな形式が粗野な生活を和らげる

以前の人間は、いったい何なのでしょうか。

一―フリードリッヒ。フォン・シラーーー

『人間の美的教育について』〈1795年 )

美とは、喜びの感覚と平和の感じを同時に与える体験なの

です。他のいろいろなできごとのなかでは、まず喜びが与え

られ、その後で平和が与えられるのですが、美においては、

この両者が同時に体験されるのです。美は、静かでありなが

ら、同時にこころをひきたたせるものです。美は、私たちの

存在感を生き生きとさせるものなのです。美は、私たちにお

どろきの感情を与えるばかりではありません。それはまた

同時に無時間性、つまりやすらぎを与えるものです。だから

私たちは、美は永遠であるというのです。

美は、私たちのこころを魅惑する謎です。人間であること

のより高次元なもろもろの体験と同じように、美はダイナミ

ックなものです。やすらぎの感じというのは、これとは矛盾

するものです力ヽ 絶対に欠けることはありません。やすらぎ

の感じが欠けているように見えるときには、それはもはや美

ではないのです。

創造する力というものは、混沌のなかに形式 (フ ォーム)

を見つけるちからであり、まったくかたちのないところにフ

ォームを創りだす能力なのです。

―― ロロ。メイーー『美は世界を救う』〈1985年)



今 こそ郷土根室を
『

地 域 題 材 に 目を 向 け て

〈地域 。学校紹介〉

北海道の最東端、根室管内 (1市 4町)は北方領上のひ

とつ貝殻島までわずかに3.7キ ロの国境の街であり、根室

市から羅日町までの海岸線の海域には、さんま、かに、ホ

タテ、北海 しまえび、サケ、いか、ほっけ、昆布等々海

産物の宝庫である。一方、少 し内側の方に入っていくと

どこまでも続 く牧草地帯。のどかに牛が草を食んでいる

情景には牧歌的な雰囲気が漂う。更にもう少 し、山手に

入っていくと知床連山から摩周 。阿寒方面の山々につな

がっていく山脈がある。山の麓にはたくさんの野鳥が生

息 しており、鳥たちのさえず りが心地よく響 く。山々の

一つに秀峰武佐岳があり、その麓に中標津町が広がって

いる。武佐岳の山裾には開陽台という標高 271メ ー トル

の台地があり、そこから根釧原野を見渡すと視界 360度

の大パノラマが広がる。まさに観光の色で派手に塗 られ

ていないそのままの自然がそこにはある。本校は来年開

校 20周年を迎えるまだ歴史の浅い学校で、中学校では道

内一グランドが広い ?ら しく400メ ー トル トラックで体

育祭などをやって しまう学校である。自然に恵まれ悠々

とした環境の中、子どもたちはのびのびと生活を送って

いる。

(地域に題材を求めて その 1～バードカービング)

地域の合同の展覧会を見ても題材の類型化は否めない

事実である。根室らしさ、中標津らしさの漂う造形の活

動ができないものかと思案するようになった。中標津の

地域性を生かし、野鳥のバー ドカービングをやることに

した。それそのものは珍しい題材ではないが、自分たち

の地域に目を向けること、生活実感に結びつけることで

意義のあることと感 じたのである。生息、または飛来す

標津郡中標津町立広陵中学校

舘 山 唯 郎

る野′鳥は、シジュウカラ、るりびたき、あかげら、あお

げら、 くまげら、かわせみ、るりかけす等々あげればき

りがない。気に入 った鳥を選び出 し、木のプロックから

面取 り。後はひたす ら扱い慣れないクラフ トナイフで削

っていく。実に根気の要る作業である。「かたい」「手が

痛い」と言いなが ら、時にはカットバ ンのお世話になり

ながらだんだん形にしていく。大まかな削 りを終え、い

よいよヤスリがけ。粗めから細ロヘ、そして、仕上げに。

夢中になってかけている。磨くという単純な作業だが、表

面がつるつるになって くると本当にうれしそうであった。

本のぬくもりを生か し着色はせず、完成。

合計 12時間の労作だが、多少の抵抗感と困難さ、そして

完成の喜びと言う点では、成就感のもてる題材であった。

〈地域に題材を求めて その2～ 鮭の皮〉

その昔、アイヌ民族が くつやかっぱなどを鮭の皮で作

ったことはよく知 られている。その堅牢性は実用的であ

っただろう。また、鮭の皮を素材にした洋服や皮工芸品

もあると聞く。装飾的な価値も見いだせる素材である。

くしくも中標津の隣町、別海町、標津町、羅日町は鮭

の好漁場である。秋になると川は鮭の遡上でいっぱいに

なる。こういう地域性からこれを使わない手はないと考

えた。皮をうまくはぎ、そのまま乾燥させただけだが、丈

夫で表面の模様 もおもしろくみているだけで創作意欲が

湧いてきて、教材化への確信を深める。

そして過日、標津町の教育委員会、漁協の計 らいで 100

匹の鮭を破格の金額で手に入れた。先生方総動員で皮は

ぎ作業、そしてなめ し作業。あとは、乾燥を残すあまり

である。「素材から発想する」という観点で生徒に取 り組

ませようと考えている。あとは、生徒の料理方法に期待

する。

(最後に〉

平成9年度全道造形教育研究大会根室大会が開催される

ことになった。大会スローガンは「今こそ郷土根室を、豊

かな感性で掘 り起 こそう !」 である。素朴な根室の風土

をそして造形活動を見に来根されますよう、事務局の一

員として、また授業者 としてお願い申しあげます。
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あ と が き

研究大会の波紋が全道に広がっていく。また、各地

の中で新 しい渦ができる。めまぐるしいけれど、核に

なるものがきっとあるはずだ。新 しい年には一つみん

なを“牛"と いわせましょう。

広 報 部

安木 尚博 (幌南小) 今  裕子 (山鼻小 )

益村  豊 (山鼻南小)伊 藤  尚 (米里中)

毛馬内國夫 (桑園小 )
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